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Public relations of Minami-aizu

可憐に咲く水芭蕉
～ 駒止湿原 水無谷地 ～
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目次 Contents
２０１９年６月号

今月の表紙
平成２７年関東・東北豪雨で被災した

湿原への入山ルート「旧駒止峠」
今なお可憐に咲く高山植物は

再開通を待ちわびています

02 タウンミーティング（町政懇談会）
を開催します

04 町消防団春季検閲式
05 役場からのお知らせ（８件）

消費税・地方消費税の軽減税率制度
がスタートします/鉄道に乗って出
かけよう！ /将来の暮らしを支える
国民年金/プレミアム絆商品券発売
開始！ /〝南会津で働きたい！〟を
応援/ふるさと納税（応援寄附金）
ありがとうございます/若者定住応
援プログラム交付金事業/町のがん
ばる企業紹介シリーズ１５「㈱マス
トロ・ジェッペット」

10 連載コラム「相続登記」第８回
11 すまいるだより vol １４
12 まちの話題（５件）

土井晩翠の歌碑に思いはせ/手づく
りの交通安全啓発品を寄贈/世界の
打ち手と競い合う/行政相談委員の
職責を全う/納税推進に多大な尽力

13 奨学金の返還を支援します
14 交流広場（４件）

奥会津博物館無料開放のご案内 /美
術展「風１２１」たじま展 /第２５
回ひめさゆり祭 /会津高原たかつえ
ＣＣでランチバイキング

15 百歳賀寿
16 くらしの情報

お知らせ・募集（６件）
17 大宅町長の公務百景
18 健康通信（９件）

喫煙はマナーからルールへ / 歯科口
腔健診のお知らせ / 南会津病院から
のご案内 / 妊娠後期の妊婦さんを支
援 / むし歯「ゼロ」のお友だち / 乳
幼児健診・相談カレンダー / ６・７
月の日曜当番医 / 胃がん検診施設検
診のご案内 / 心の健康相談

20 ６月の納税こよみ
22 図書館へ行こう！
23 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ申し上げます / まちの人口 / 編
集後記

24 福島レッドホープス公式戦 / 輝く子
供を育てる事業

タウンミーティング（町政懇談会）を開催します
～ 未来を見据えた地域力の向上と 持続可能なまちづくりを目指して ～

■タウンミーティングとは■
町民の皆さんの意見を町政に反映させる仕組みの一つとして、

町長が各地域を訪れ、直接町民の皆さんとの対話や意見交換を行う場です。

ぜひ、皆さんの声をお聞かせください。

■開催日程■
日　　時 会　　場

６月２４日（月）午後６時 南郷総合センター　３階　大集会室
６月２６日（水）午後６時 南会津町役場　１階　多目的ホール
６月２７日（木）午後６時 桧沢地区公民館　２階　和室
６月２８日（金）午後６時 田島農村環境改善センター　２階　会議室
７月　３日（水）午後６時 舘岩会館　第１・第２・第３会議室
７月　５日（金）午後６時 伊南会館　３階　大集会室

※事前申し込みは不要です。時間までに会場にお越しください。

■ 問 合 せ ■
総合政策課　広報情報係　電話０２４１- ６２- ６２１０
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役場からのお知らせ
town office information

消
防
庁
長
官
表
彰

▽
１
号
銀
杯
（
勤
続
25
年
以
上
で
退

団
）
＝
橘
秀
幸（
元
本
部
員
）、芳
賀

克
則
・
阿
久
津
良
夫（
元
第
２
支
団
）

▽
２
号
銀
杯
（
勤
続
15
年
以
上
25
年

未
満
で
退
団
）
＝
近
藤
一
夫
・
長
谷

川
祐
樹
（
元
本
部
員
）、
山
内
英
樹
・

福
田
幸
紀（
元
第
１
支
団
）、楠
友
明
・

星
広
行
（
元
第
２
支
団
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
績
章
＝
児
山
孝
美
・
星
敏
之（
本

部
員
）

▽
精
績
章
＝
湯
田
和
雄
（
本
部
員
）

▽
勤
続
章
＝
本
名
充
（
本
部
員
）、

小
寺
清
一
・
室
井
道
雄
・
星
貴
夫
・

湯
田
晃
雄
・
渡
部
豊
和（
第
１
支
団
）、

赤
松
仁
一
・
須
江
敏
・
河
原
田
裕
之
・

平
野
伸
一
（
第
２
支
団
）

福
島
県
消
防
協
会
南
会
津
支
部
長
表
彰

▽
功
績
章
＝
阿
久
津
高
俊
・
渡
辺
一

郎
・
星
平
吾
・
五
十
嵐
哲
・
宮
崎
博

之
・
菊
地
元
一
・
星
英
昭
・
星
隆
一

（
本
部
員
）

▽
優
良
章
＝
森
徳
弘
・
目
黒
友
一（
本

部
員
）、
渡
部
教
彦
・
鈴
木
孝
紀
・

大
竹
政
範
・
星
利
和
・
湯
田
靖
規
・

児
山
孝
幸
・
星
瑛
人
・
室
井
崇
・
湯

田
真
一
郎

（1-8）
・
阿
部
勝
彦
・
杉
原
栄

貴
・
佐
藤
智
幸
・
町
島
豊
・
星
智
仁
・

星
恒
典
・
渡
部
和
記
・
室
井
知
巳
・

湯
田
真
一
郎

（3-2）
・
星
和
徳
・
渡
部
秀

樹
・
室
井
勝
全
・
湯
田
健
一
郎
・
広

野
真
和
・
阿
久
津
貴
彦
・
山
田
拓
也
・

渡
部
翔
大
・
馬
場
卓
也
・
児
山
祐
樹

（
第
１
支
団
）、
星
光
明
・
大
竹
聡
・

齋
藤
一
太
・
平
野
一
樹
・
馬
場
秀
樹
・

馬
場
寿
則
・
五
十
嵐
博
之
・
五
十
嵐

善
也
（
第
２
支
団
）

▽
勤
続
章
＝
鈴
木
孝
紀
・
大
竹
政
範
・

星
利
和
・
湯
田
靖
規
・
星
瑛
人
・
室

井
崇
・
阿
部
勝
彦
・
町
島
豊
・
星
智

仁
・
星
恒
典
・
渡
部
和
記
・
室
井
知

巳
・
星
和
徳
・
渡
部
秀
樹
・
湯
田
健

一
郎
・
広
野
真
和
・
阿
久
津
貴
彦
・

山
田
拓
也
・
渡
部
翔
大
・
馬
場
卓
也

（
第
１
支
団
）、
楠
周
次
・
盛
清
隆
・

赤
羽
昌
輝
・
菅
家
大
善
・
馬
場
英
記
・

鈴
木
淳
之
・
星
昌
紀
・
関
口
悟
・
脇

坂
斎
弘
・
梁
取
健
・
中
山
展
夫
・

五
十
嵐
貴
次
（
第
２
支
団
）

南
会
津
地
方
纏
会
長
表
彰

▽
優
良
章
＝
阿
久
津
孝
明
（
本
部

員
）、
渡
部
元
紀
（
第
１
支
団
）

南
会
津
町
長
・
南
会
津
消
防
団
長
表
彰

▽
５
年
間
無
火
災

○
第
２
支
団
＝
第
１
分
団
第
１
部

（
木
賊
・
川
衣
・
上
ノ
原
・
小
高
林
・

助
木
生
）、第
２
分
団
第
10
部（
内
川
・

耻
風
）、
第
３
分
団
第
９
部
（
片
貝
・

富
山
）

▽
15
年
間
無
火
災

○
第
２
支
団
＝
第
１
分
団
第
５
部

（
伊
与
戸
・
熨
斗
戸
・
森
戸
）

消
防
団
春
季
検
閲
式

　

４
月
28
日
、
町
消
防
団
（
星
慶
一

団
長
）
の
春
季
検
閲
式
が
国
道

１
２
１
号
中
町
地
内
と
御
蔵
入
交
流

館
で
行
わ
れ
、
団
員
と
関
係
者
約

４
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
道
で
は
、
閲
団
や
通
常
点
検
、

機
械
器
具
点
検
、
分
列
行
進
が
行
わ

れ
、
団
員
た
ち
は
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
蔵
入
交
流
館
の
駐
車
場

で
は
、
各
支
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た
精

鋭
に
よ
る
小
隊
訓
練
が
披
露
さ
れ
る

と
と
も
に
、
文
化
ホ
ー
ル
の
表
彰
式

で
は
消
防
活
動
の
功
労
や
功
績
を
た

た
え
、
本
部
員
や
各
団
員
に
表
彰
状

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

士気を高める星慶一団長

消防車両に分乗して閲団する検閲官ら

精鋭部隊による小隊訓練（第１支団）
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

鉄道に乗って出かけよう！
〝会津・野岩・東武鉄道〟運賃の一部を助成
　会津・野岩鉄道利用促進協議会や南会津町公共交通対策協議会では、

多くの皆さんに鉄道を利用していただくため、運賃の一部を助成して

います。ぜひご利用ください。

大人１人、小人（小学生）１人で
会津田島駅 ⇔ 浅草駅 を往復した場合

通 常 料 金 大人６, ４８０円
小人３, ２６０円　計９, ７４０円

浅草往復列車
た び き っ ぷ

大人５, ６７０円
小人２, ８６０円　計８, ５３０円

フ ァ ミ リ ー
割 引 事 業

大人５, ６７０円
小人　　　　０円　計５, ６７０円

とっても

お得！

　家族で利用する際の運賃の一部を助成

【対　　象】　小学生の子どもを含む家族で「浅草往復

　　　　　　列車たびきっぷ」を利用する場合

【利用期限】　令和２年３月３１日

【助　成　額】　大人１人につき、小学生の子ども１人分

　　　　　　の運賃を全額助成

【助成人数】　１２０人

【注　意　点】　助成は１回限りです。

　　　　　　「グループ割引事業」や「団体割引」との

　　　　　　併用はできません。

　　　　　　また、東武鉄道の特急料金・個室料金は

　　　　　　除きます。

【申込方法】　利用日の前日までに、会津鉄道の有人駅※

　　　　　　で申し込みください。

※有人駅　西若松駅・芦ノ牧温泉駅・湯野上温泉駅・

　　　　　会津下郷駅・会津田島駅・会津高原尾瀬口駅

　　ファミリー割引事業

　団体やグループで利用する際の運賃の一部を助成

【対　　象】　４人以上のグループ

【利用期限】　令和２年３月３１日

【対象区間】　喜多方駅～浅草駅・喜多方駅～新宿駅

【助　成　率】　鉄道運賃の１０分の１以内

【注　意　点】　「ファミリー割引事業」との併用はでき

　　　　　　ません。

　　　　　　また、東武鉄道の特急料金・個室料金は

　　　　　　除きます。

【申込方法】　「ファミリー割引事業」と同様です。

　　グループ割引事業

　 会津鉄道の主要駅※から会津鬼怒川線を経由し、東

武鉄道「春日部」「北千住」「浅草」方面の、いずれか

の駅までの往復割引切符

【有効期限】　４日間

【主要（販売）駅】　※西若松駅・芦ノ牧温泉駅・湯野上温泉

　　　　　　　駅・会津下郷駅・会津田島駅

　　浅草列車往復たびきっぷ

　町民４人以上の団体やグループを対象に、運賃の一

部を助成

【対象区間】　西若松駅～浅草駅

　　　　　　※東武鉄道のみ（新藤原～浅草駅）の

　　　　　　　利用は対象外です。

【助　成　率】　鉄道運賃（乗車料金＋特急料金）の３０％

【限　度　額】　１団体等５０, ０００円

【注　意　点】　当該鉄道の利用区間の運賃、前述の各種

　　　　　　割引制度利用後の運賃も対象です。

　　　　　　なお、当該鉄道を利用した確認書類（運

　　　　　　賃明細など）が必要です。

【申込方法】　利用前日までに、総合政策課までお申し

　　　　　　込みください。

　　会津・野岩鉄道利用促進事業補助金

【会津鉄道㈱】　　　　　　　　　　　　　

電話０２４２（２８）５８８６

【総合政策課　地域振興係】　　　　　　　

電話０２４１（６２）６２１０

　　問 合 せ

　
【
問
合
せ
】

会
津
若
松
年
金
事
務
所

　

電
話
０
２
４
２（
２
７
）５
３
２
１

住
民
生
活
課　

国
保
年
金
係

　

電
話
０
２
４
１（
６
２
）６
１
２
０

舘
岩
総
合
支
所　

町
民
課

　

電
話
０
２
４
１（
７
８
）３
３
４
５

伊
南
総
合
支
所　

町
民
課

　

電
話
０
２
４
１（
７
６
）７
７
１
２

南
郷
総
合
支
所　

町
民
課

　

電
話
０
２
４
１（
７
２
）２
２
２
４

国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ

る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
や
前
納
で
割
引
さ
れ
る
制
度
、

将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
付
加
保
険

料
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
起
き

て
し
ま
う
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、「
保
険

料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
申
請
の
お
知
ら
せ

　

令
和
元
年
度
分（
７
月
～
翌
年
６
月
）

の
免
除
な
ど
の
受
け
付
け
は
、
７
月
か

ら
で
す
。
役
場
年
金
担
当
窓
口
で
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
期
間
の
免
除
は
、
申

請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
２
年
１
か
月

前
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

免
除
申
請
を
し
て
い
な
い
保
険
料
の
未

納
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ

先
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
制
度

　
「
所
得
が
少
な
い
」「
失
業
し
て
い
る
」
な
ど
の
理

由
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
、

一
定
の
基
準
で
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
、
所

得
に
応
じ
て
「
全
額
免
除
」「
４
分
の
３
免
除
」「
半

額
免
除
」「
４
分
の
１
免
除
」
の
４
段
階
で
免
除
さ

れ
ま
す
。

　

所
得
審
査
は
申
請
者
本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者
や
世

帯
主
の
所
得
も
審
査
の
対
象
に
な
る
た
め
、
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
配
偶
者
や
世
帯
主
が
い
る
場
合

は
、
免
除
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

学
生
を
除
く
50
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

所
得
審
査
の
対
象
は
申
請
者
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
で
、
免
除
制
度
と
は
異
な
り
、
世
帯
主
の
所
得
は

審
査
の
対
象
外
で
す
。

産
前
産
後
免
除
制
度

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
や
農
業

者
と
そ
の
家
族
な
ど
。）
で
、
平
成
31
年
２
月
１
日

以
降
に
出
産
さ
れ
た
場
合
、
保
険
料
が
一
定
期
間
免

除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
を
免
除
し
ま

　

す
の
で
、
当
該
期
間
に
納
め
た
保
険
料
は
還
付
さ

　

れ
ま
す
。

※
免
除
期
間
中
に
、
別
途
「
付
加
保
険
料
」
を
納
め

　

る
こ
と
で
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

令和元年度の

国民年金保険料は

毎月「１６, ４１０円」

将来の暮らしを支える国民年金
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役場からのお知らせ
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住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

東 京 都 葛 飾 区 阪本　幾代　様 千 葉 県 千 葉 市 梶　　佳祐　様 埼玉県さいたま市 麥倉　祐一　様

埼玉県さいたま市 庭山　朋樹　様 埼玉県さいたま市 金浜真佐子　様 埼玉県さいたま市 大村　祐司　様

三 重 県 伊 賀 市 宮田　耕一　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様 福島県会津若松市 馬場　洋一　様

匿 名 希 望 １７件

▼
今
年
も
一
年
中
、
南
会
津
の
野
菜
・
米
・

酒
を
食
し
、
元
気
に
過
ご
し
ま
す
！

▼
南
会
津
町
が
大
好
き
で
す
。
応
援
し
て
い

ま
す
。

▼
４
月
29
日
の
桜
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
お
も
て
な
し
で
、
楽

し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
冬
は
南
郷
ス
キ
ー
場
で
テ
レ
マ
ー
ク
ス
ス

キ
ー
、
夏
は
南
郷
ト
マ
ト
、
春
と
秋
は
自
然

を
満
喫
！
四
季
折
々
に
南
郷
に
足
を
運
ん
で

い
ま
す
。

▼
地
域
活
性
化
を
応
援
し
ま
す
。

▼
昨
年
、
息
子
が
さ
い
た
ま
市
主
催
の
林
間

学
校
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
〝
よ
か
ん
べ
ー
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
」〟

読
み
ま
し
た
よ
。
南
会
津
町
は
〝
な
ん
に
も

ね
ぇ
「
ど
い
な
か
」〟
な
ん
か
で
ね
え
。
田

島
祇
園
祭
が
あ
る
。
全
国
か
ら
お
客
さ
ん
が

わ
ん
さ
か
来
る
こ
と
は
、
す
げ
え
こ
と
な
ん

だ
ぞ
。

▼
山
桜
が
い
っ
ぱ
い
の
南
会
津
町
が
楽
し
み

で
す
。

▼
さ
い
た
ま
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、
舘
岩
自

然
の
家
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
、
さ
い
た
ま
市
と
仲
良
く
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

若
者
定
住
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
付
金
事
業

南
会
津
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
！

新
卒
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
応
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
新
規
学
卒
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
の
生
活
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

①
新
規
学
卒
者

　

町
に
住
所
が
有
り
、新
規
に
中
学
・

高
校
・
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
日
か

ら
２
年
以
内
に
、
正
社
員
と
し
て
就

職
し
た
方

②
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

　

40
歳
未
満
の
方
で
、
町
に
転
入
し

た
日
か
ら
２
年
以
内
に
、
正
社
員
と

し
て
就
職
し
た
方

３
つ
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
定
住
促
進
支
援
交
付
金

　

対
象
者
で
雇
用
期
間
が
３
か
月
を

経
過
し
た
方

・
単
身
者
（
10
万
円
）

・
夫　

婦
（
30
万
円
）

※
商
品
券
と
現
金
を
半
額
ず
つ
交
付

　

し
ま
す
。

②
定
住
住
宅
費
支
援
交
付
金

　

右
①
の
対
象
者
で
、
借
家
な
ど
に

入
居
し
て
い
る
方

・
賃
貸
料
の
２
分
の
１
（
月
額
２
万

　

円
限
度
）を
１
年
間
交
付
し
ま
す
。

③
人
材
育
成
交
付
金

　

定
住
促
進
支
援
交
付
金
の
対
象
者

を
雇
用
し
て
い
る
町
内
の
事
業
所

・
対
象
者
１
人
あ
た
り
10
万
円
を
交

　

付
し
ま
す
。

問
合
せ

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）６
２
０
０

定期的に交付式を開催しています

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲

　

載
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォ
ンからもお申し込みができるほか、クレジッ
ト決済もできます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

【問合せ】総合政策課 企画政策係
　　　　　電話 0241-62-6210

南会津町 ふるさと納税

４月１６日から５月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計２６件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

　

本
年
も
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
合
同
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
初
の
試
み
と
し
て
、
一
般
求
職
者
や
大
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
合
同
就
職
面

接
会
」
を
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

　

南
会
津
の
企
業
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

６
月
23
日（
日
） 

発
売
開
始
！

　
　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
絆
商
品
券

　

町
商
品
券
連
合
会
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
３
種
類
の
プ
レ
ミ
ア
ム
絆

商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

　

お
買
い
求
め
の
際
は
、
購
入
対
象

者
な
ど
を
十
分
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
後
日
の
新
聞
折
り
込

　

み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

南
会
津
町
商
品
券
連
合
会

（
南
会
津
町
商
工
会
内
）

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）０
３
２
９

【プレミアム絆商品券の概要】
プレミアム度 販売総額 購入対象者 購入可能額 代理購入

１０％ ３，３００万円
一般 １ 人 あ た り

１～５万円分 不可
２０％ ８，４００万円

３０％ ３，９００万円
町内に住所があり、平成１３
年４月２日以降に生まれた
子どもを持つ子育て世帯

子ども１人あたり
１～５万円分

可能（同一世帯のみ。）
※子どもと世帯を共にする証
　明書などが必要です。

【販売所一覧】
地域 販売場所 電話

田島
商 工 会 田 島 本 所 0241-62-0329

ま ち な か 楽 座 0241-62-7557
舘岩 商 工 会 舘 岩 支 所 0241-78-3200
伊南 商 工 会 伊 南 支 所 0241-76-2214
南郷 商 工 会 南 郷 支 所 0241-72-2041

み
ほ
ん

み
ほ
ん

み
ほ
ん

ー お詫びと訂正 ー
　２０１９年５月号（№１５８）に掲載した、ふるさと納税の記事に誤りがあり
ました。お詫びして訂正いたします。

【記載漏れ】　

【記載誤り】　匿名希望「１４件」は「１５件」、計「１８件」は「２１件」の誤り。

住　所 氏　名
埼玉県さいたま市 高橋　好美　様
埼玉県さいたま市 高橋　功子　様 区　

分

合
同
就
職
面
接
会

合
同
企
業
説
明
会

開
催
日

７
月
26
日
（
金
）

場　

所

御
蔵
入
交
流
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

時　

間

受　

付　

午
前
９
時
30
分

面
接
会　

午
前
10
時　
　

受　

付　

午
後
１
時　
　

説
明
会　

午
後
２
時
25
分

対
象
者

【
一
般
求
職
者
等
】

①
一
般
求
職
者

②
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

③
学
生
（
大
学
・
短
大
・
専

　

修
学
校
な
ど
の
在
学
生
、

　

既
卒
者
な
ど
。）

【
高
校
生
】

　

令
和
２
年
３
月
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
及
び
保
護
者

※
１
・
２
年
生
の
参
加
も
可
能

注　

意
・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

・
面
接
を
希
望
す
る
方
は
、履

　

歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
会
社
説
明
を
聞
く
だ
け
で

　

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

①
田
島
・
南
会
津
・
只
見
高
校

　

の
生
徒
は
、学
校
を
通
し
て

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
そ
の
他
の
高
校
生
は
、
問

　

い
合
わ
せ
先
へ
お
電
話
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

７
月
12
日
（
金
）

申
込
み

問
合
せ

商
工
観
光
課　

雇
用
対
策
係　
　

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）６
２
０
０

〝
南
会
津
で
働
き
た
い
！
〟を
応
援

求
職
者
の

み
な
さ
ん

必
　

見
　

!!
参
加
企
業
の
情
報
は
、
７
月
12
日
（
金
）
に

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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次
回
は
「
親
か
ら
相
続
し
た
土
地
、
お
隣
と
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い
」
が
テ
ー

マ
で
す
。

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
県
司
法
書
士
会　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
地
方
法
務
局　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

　
　
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

】http://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/fukushim
a/

第
８
回
「
親
か
ら
相
続
し
た
土
地
に
建
物
が

　
　
　
　

建
っ
て
い
る
の
に
、
地
目
が
山
林
？
」

請
）
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
事
案
で
は
、
建
物
が
建
築

さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
地

目
変
更
登
記
の
申
請
が
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
よ
り
、「
山
林
」
と
い
う

地
目
が
変
更
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
目
変
更
登
記
は
書
面
ま
た
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
し

ま
す
。
こ
の
登
記
の
申
請
人
は
、
こ

の
土
地
の
現
在
の
所
有
者
に
限
ら
れ

ま
す
の
で
、
今
回
の
質
問
者
が
相
続

し
た
土
地
で
あ
れ
ば
、
質
問
者
自
身

が
申
請
人
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
筆
の
土
地
の
一
部
の
み

に
つ
い
て
利
用
方
法
を
変
更
し
た
場

合
に
は
、
土
地
一
部
地
目
変
更
・
分

筆
登
記
を
申
請
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

５
年
前
に
亡
く
な
っ
た
父
か
ら

土
地
を
相
続
し
ま
し
た
。
こ
の

土
地
に
は
、
両
親
が
利
用
し
て
い
た

建
物
が
あ
り
、
現
在
も
母
が
住
ん
で

い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
土
地
の
登
記
内
容
を

確
認
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
地
目
が
「
山
林
」
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

建
物
が
あ
る
土
地
の
地
目
は
「
宅

地
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

ご
質
問
の
場
合
は
、
山
林
と
し

て
利
用
し
て
い
た
土
地
を
切
り

開
き
、
建
物
を
建
築
し
た
事
案
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

土
地
の
利
用
方
法
（
地
目
）
を
変

更
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
土
地
の
所

有
者
は
、
そ
の
変
更
内
容
を
法
務
局

へ
報
告
す
る
（
地
目
変
更
登
記
の
申

答 問
　

不
動
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
後
、
長
期
間
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
土

地
が
多
く
存
在
し
、
所
有
者
不
明
の
土
地
が
発
生
し
た
り
空
き
家
問
題
に
な
る

な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
相
続
登
記
に
関
す
る
疑
問
や
解
決
方
法
な
ど
を
お
伝
え

し
ま
す
。

連
載
コ
ラ
ム
「
相
続
登
記
」

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています
　南会津で〝木〟に携わる職人とデザイナーで立ち上げた「木のおもちゃ」を、主に製造販売している会社です。
　２０１６（平成２８）年からは、南会津の笹などを素材に使用した、天然由来の抗菌性をもつバイオマスプ
ラスティック食器もラインナップに加わり、商品数は全２１種３１アイテムあります。
　製材業、木工職人など、木材利用の川上から川下までが連携して安心安全なものづくり、また、デザインか
ら製材、加工までを一貫して行っており、商品は国内約１８０店舗、海外１０地域で販売されています。

株式会社
マストロ・ジェッペット

シリーズ 15

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

製造風景

　「デザイン」×「職人の技」＝安心安全でかわいいおもちゃ。
　国内・海外で経験を積んだデザイナーによる優れた「デザイン」。見た目
の良さはもちろん、使う人（子ども）の使いやすさなども考えてデザインに
反映しています。
　また、南会津は昔から林業の町としての歴史があり、技術をもった職人が
います。
　木の特性を理解し、壊れにくい構造を考え、そして製品として仕上げてい
く。各分野のプロフェッショナルたちがそれぞれの強みを生かしマストロ・
ジェッペットのものづくりを支えています。

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

【会社概要】
◆代表取締役：武藤　桂一　◆設立：平成２２年９月２４日
◆住所：南会津町田島字南下原６６- ２　◆ＴＥＬ：０２４１- ６２- １６００
◆従業員数：６人（男５人・女１人）◆営業時間：平日の午前１１時～午後５時
◆ＵＲＬ：http://www.mastrogeppetto.jp
※ショールームの見学は予約が必要です。お問い合わせください。
※展示会やイベントなどでご希望に添えない場合がありますのでご了承ください。

◆「森からの贈り物事業」…町に出生届を出された方へ、町からの贈り物として南会津産ひのき材を使用した
　　　　　　　　　　　　　「動物つみきＮＯＥ（ノエ）」を採用
◆「STARBUCKS RESERVE® ROASTERY TOKYO」…コ ラ ボ 商 品 と し て 南 会 津 産 広 葉 樹 を 使 用 し た 積 み 木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「CUBICOLO（クビコロ）」を企画・採用
◆「GOOD DESIGN STORE by NOHARA」…東京都丸の内 KITTE 内にある店舗で GOOD DESIGN 賞を受賞した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商品の販売
◆星野リゾート「界」…宿泊者向けの食器として抗菌食器「PAPPA シリーズ」採用
◆「めぐみこども園」…木育が盛んな福井県にある保育園の空間プロデュースと木のおもちゃを採用
◆イギリス王室への贈り物…本宮市からルイ王子ご生誕時の贈り物として　「OKIHIME 起き姫」採用

　●会社の製造品は、こんなところで使われています

会社の製造品

す
ま
い
る
だ
よ
り

「
子
ど
も
の
行
動
を
見
て
み
よ
う
」

ｖｏｌ 14

あ
る
保
護
者
の
方
か
ら
言
わ
れ

た
こ
と
の
一
つ
が
、
と
て
も

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
で

つ
ら
い
こ
と
は
、
「
私
の
子
育
て
は

正
し
い
の
だ
ろ
う
か
」
「
自
信
が
ゆ

ら
い
で
し
ま
う
」
と
話
さ
れ
た
こ
と

で
す
。

子
育
て
に
は
楽
し
い
面
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
難
し
い

と
感
じ
る
場
面
も
た
く
さ
ん
あ
る
は

ず
で
す
。
気
持
ち
や
体
力
に
余
裕
が

な
い
子
育
て
の
中
で
「
思
わ
ず
怒

鳴
っ
て
し
ま
っ
た
」
「
手
を
あ
げ
そ

う
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
や
、
「
自

分
の
声
が
子
ど
も
に
響
か
な
い
」「
い

う
こ
と
を
全
く
聞
か
ず
報
わ
れ
な
い

気
が
す
る
」
と
悩
み
を
抱
え
る
こ
と

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
育
て
を
つ
ら
く
感
じ
る
と
き

は
、
が
ん
ば
り
す
ぎ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
を
追
い

詰
め
ず
、
誰
か
に
気
持
ち
を
打
ち
明

け
た
り
、
子
ど
も
の
行
動
を
ひ
も
と

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
観
察
」

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

子
育
て
で
大
切
な
こ
と
は
、
子

ど
も
の
行
動
を
理
解
す
る
こ

と
で
す
。
実
際
に
目
の
前
の
子
ど
も

を
見
る
と
き
は
「
困
っ
た
行
動
」
を

見
る
だ
け
で
は
、
関
わ
り
方
の
方
向

性
は
見
え
て
こ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
子
ど
も
の
行
動

を
理
解
す
る
た
め
の
４
つ
の

観
察
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
子
ど
も
の
長
所
は
。

　

子
ど
も
の
長
所
に
目
を
向
け
る
こ

と
は
、
子
ど
も
を
理
解
す
る
と
き
に

一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の

マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
考

え
る
よ
り
も
、
プ
ラ
ス
を
生
か
す
子

育
て
を
考
え
る
た
め
で
す
。

②
子
ど
も
の
不
安
は
ど
ん
な
こ
と
。

　

気
に
な
る
行
動
や
問
題
行
動
は
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
で
き
な
い
こ
と

か
ら
く
る
「
不
安
」
の
表
れ
で
あ
る

こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
幼
い
子
ど
も
は
、
自
分
が
不
安
で

あ
る
こ
と
を
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
行
動
で
表
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
行
動
を
ど
の
よ
う
に
な

く
す
か
を
考
え
る
前
に
、
行
動
の
背

景
に
は
ど
の
よ
う
な
不
安
が
あ
る
の

か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
子
ど
も
が
苦
手
な
こ
と
は
。

　

こ
こ
で
伝
え
た
い
苦
手
と
は
、「
～

が
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で

な
く
、
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
を
考
え

た
上
で
の
「
苦
手
な
こ
と
」
で
す
。

　

例
え
ば
、
「
注
意
す
る
度
に
目
が

泳
い
で
聞
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え

る
」
の
は
、
『
聴
く
と
い
う
力
が
極

端
に
育
っ
て
い
な
い
か
ら
』
と
か
、

「
み
ん
な
と
一
緒
に
や
る
ダ
ン
ス
な

ど
の
リ
ズ
ム
遊
び
に
参
加
し
た
が
ら

な
い
」
の
は
、
『
身
体
感
覚
を
う
ま

く
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
』
と

い
う
よ
う
に
、
子
ど
も
が
人
知
れ
ず

苦
労
し
て
い
る
面
を
探
す
こ
と
で
す
。

④
子
ど
も
は
ど
こ
ま
で
わ
か
っ
て
い
る
。

　

最
後
は
と
て
も
難
し
い
視
点
で
す

が
、
ど
こ
ま
で
わ
か
っ
て
行
動
し
て

い
る
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
で
す
。

「
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
」
「
わ
か
っ
て

い
る
の
に
や
ら
な
い
」
と
判
断
す
る

前
に
、
「
わ
か
ら
な
い
か
も
」
と
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

実
際
の
観
察
場
面
で
は
、
「
長
い

文
章
が
苦
手
な
子
」
「
し
ゃ
べ
っ
て

い
る
ほ
ど
は
理
解
し
て
い
な
い
子
」

「
ル
ー
ル
が
分
か
っ
て
い
な
い
の
に

遊
び
に
ま
ざ
っ
て
い
る
子
」
な
ど
を

見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
分
か

ら
な
い
こ
と
は
、
子
ど
も
を
と
て
も

不
安
に
さ
せ
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
観
察
で
き

る
と
、
行
き
詰
っ
た
よ
う
に

感
じ
る
子
育
て
の
中
に
も
手
立
て
が

見
つ
か
り
ま
す
。
子
育
て
支
援
に
携

わ
る
私
た
ち
は
、
こ
う
い
っ
た
「
観

察
」
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
子
ど
も
の
行
動
を
客
観

的
に
観
察
で
き
な
く
て
当
た

り
前
で
す
か
ら
、
も
し
家
庭
だ
け
で

観
察
が
難
し
い
と
き
は
、
ぜ
ひ
近
く

に
い
る
子
育
て
の
専
門
家
（
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
学
校
・
学
童
の
先
生
方
、
保

健
師
、心
理
職
な
ど
。）
に
思
い
切
っ

て
悩
み
を
打
ち
明
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
相
談
先
の
一
つ
に
、

私
た
ち
「
え
が
お
」
の
ス
タ
ッ
フ
も

加
え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。

子
育
て
の
工
夫
を
見
つ
け
る
経

験
は
、
ゆ
ら
い
で
し
ま
っ
た

自
信
を
取
り
戻
す
大
き
な
キ
ッ
カ
ケ

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
お
す
す
め
図
書
】 

「
い
つ
か
あ
な
た
が
お
お
き
く
な
っ
た
ら
」

エ
ミ
リ
ー
・
ウ
ィ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
マ
ー
テ
ィ

ン
・
作　

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
・
訳
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

鴫山短歌会が見学会を開催＝丸山公園
土井晩翠の歌碑に思いはせ

見学会に参加した会員と馬場俊吉院長（４月２４日）

　
「
荒
城
の
月
」
の
作
詞
な
ど
で
知
ら
れ
る
詩

人
・
土
井
晩ば
ん
す
い翠
。

　

土
井
は
、昭
和
16
年
４
月
に
、馬
場
医
院
（
西

町
）
の
初
代
院
長
・
馬
場
翠す
い
え
ん園
先
生
の
讃さ
ん
と
く徳

碑ひ

建
立
除
幕
式
（
丸
山
公
園
）
に
知
人
の
紹
介

で
参
列
。「
目
に
見
え
ぬ
神
秘
の
力
わ
れ
を
引

き
義
人
の
墓
に
け
ふ
詣
で
し
む
」
と
い
う
短
歌

を
残
し
ま
し
た
。

　

昭
和
28
年
５
月
、
地
域
の
方
々
に
よ
っ
て
短

歌
を
刻
ん
だ
碑
が
同
公
園
に
建
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
こ
の
碑
は
句
碑
と
し
て
知
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

鴫
山
短
歌
会
（
湯
田
恭
之
会
長
）
有
志
の
調

査
に
よ
る
と
、
こ
の
碑
は
「
歌
碑
」
と
さ
れ
て

お
り
、
町
内
に
残
る
唯
一
の
歌
碑
と
し
て
大
切

に
し
て
い
く
必
要
を
確
認
し
な
が
ら
、
当
時
の

様
子
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

湯田保典さんが啓発品１２０個を寄贈
交通安全に願いを込めて

啓発品を手にした子どもたち（田部原保育所）

　

４
月
24
日
、
湯
田

保
典
さ
ん
（
永
田
）

が
町
長
室
を
訪
れ
、

手
づ
く
り
の
交
通
安

全
啓
発
品
１
２
０
個

を
町
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

退任されたお二人に総務大臣感謝状
行政相談委員の職責を全う

左から、矢部所長、児山さん、馬場さん、大宅町長

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
地
域
の
方
々
か
ら
国

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
、
改
善
へ
の
助
言
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
３
月
に
行
政
相
談
委
員
を
退
任

さ
れ
た
児
山
忠
男
さ
ん
（
福
米
沢
）
と
馬
場
芳

昭
さ
ん
（
下
山
）
に
、
総
務
大
臣
よ
り
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
、
５
月
15
日
、
大
宅
町
長
立
会
い

の
下
、
福
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
矢

部
勝
彦
所
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
６
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
を
務
め
ら
れ
、

地
域
住
民
と
行
政
を
結
ぶ
「
懸
け
橋
」
と
し
て

活
動
さ
れ
ま
し
た
。

渡部勝善さんが県知事表彰を受賞
納税推進に多大な尽力

受賞の報告に訪れた渡部さん㊧（５月１７日＝町長室）

　

県
政
の
発
展
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
の

貢
献
の
あ
っ
た
方
を
、
知
事
が
県
民
を
代
表
し

て
表
彰
す
る
県
知
事
表
彰
。
５
月
３
日
、
令
和

元
年
度
の
表
彰
で
、
渡
部
勝
善
さ
ん
（
永
田
）

が
納
税
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
部
さ
ん
は
、
平
成
３
年
に
永
田
百
目
貫
第

一
納
税
貯
蓄
組
合
長
に
就
任
。
以
来
28
年
の
長

き
に
わ
た
り
組
合
長
を
務
め
ら
れ
、
納
税
意
識

の
高
揚
と
、
同
組
合
の
円
滑
な
運
営
と
組
織
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
納
税
実
績
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
こ
れ
ら
の
ご
功
績
に
よ
り
晴
れ

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

田
島
太
鼓
龍
巳
会
「
白
鼓
」
が
世
界
の
打
ち
手
と
競
い
合
う

さ
ら
な
る
高
み
へ
の
挑
戦

　

長
野
県
岡
谷
市
で
８
月
13
日
・
14
日
に
開
催

さ
れ
る
市
民
祭
岡
谷
太
鼓
ま
つ
り
。
そ
の
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
へ
の
前
哨
戦
に
位
置
付
け
る
「
世

界
和
太
鼓
打
ち
比
べ
コ
ン
テ
ス
ト
」に
、田
島
太

鼓
龍
巳
会
「
白
鼓
」
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

白
鼓
は
、
南
会
津
町
田
島
の
創
建
話
を
元
に

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演
奏
曲
「
ざ
ん
ざ
」
を
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
収
録
し
て
予
選
審
査
に
応
募
。
審
査
員

か
ら
「
多
彩
な
楽
器
と
太
鼓
の
使
用
に
意
味
を

感
じ
る
曲
調
。
担
ぎ
桶
も
、
さ
ら
に
独
創
性
を

持
た
せ
た
使
用
が
期
待
で
き
る
」
と
い
う
講
評

を
得
て
、
予
選
通
過
ラ
イ
ン
を
上
回
る
評
価
で

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
特
殊
な
太
鼓
を
除
い
て

主
催
者
が
用
意
す
る
太
鼓
を
使
用
す
る
と
い
う

厳
し
い
条
件
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
世
界
レ
ベ

ル
の
和
太
鼓
の
競
演
に
向
け
、
そ
の
技
に
一
層

磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
渡
部
龍
大
さ
ん
は
、「
始
め
て

挑
戦
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
。
メ
ン
バ
ー
全
員
で
楽

し
み
な
が
ら
全
力
で
挑
み
ま
す
」
と
意
気
込
み

ま
し
た
。

【
世
界
和
太
鼓
打
ち
比
べ
コ
ン
テ
ス
ト
】

●
開
催
日　

６
月
30
日
（
日
）

●
会　

場　

カ
ノ
ラ
ホ
ー
ル（
長
野
県
岡
谷
市
）

●
問
合
せ　

岡
谷
太
鼓
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
岡
谷
商
工
会
議
所
内
）

　
　
　
　
　

電
話
０
２
６
６（
２
３
）２
３
４
５

　

福
島
県
の
将
来
を
担
う
優
秀
な
産
業
人
材
を

確
保
す
る
た
め
、
大
学
等
を
卒
業
後
に
地
域
経

済
を
牽
引
す
る
県
内
産
業
へ
就
職
し
、
県
内
へ

定
住
し
た
方
を
対
象
に
、
奨
学
金
の
返
還
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
概
要
を
ご
確
認
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

福
島
で
暮
ら
し
た
い
！
働
き
た
い
！
学
生
の
み
な
さ
ん

奨
学
金
の
返
還
を
支
援
し
ま
す

　

福
島
県
商
工
労
働
部　

雇
用
労
政
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
９
０

　

koyourousei@pref.fukushim
a.lg.jp

℡ 問Ｅ 区
分

一
般
枠
（
理
系
も
対
象
）

理
系
枠
（
理
系
の
み
。）

締
切

６
月
28
日
（
金
）
※
必
着

対
象

　

大
学
卒
業
後
、
６
か
月
以
内
に
※
支
援
対
象
と
な
る

産
業
の
企
業
に
正
規
に
雇
用
さ
れ
、
５
年
以
上
県
内
で

勤
務
・
定
住
を
予
定
す
る
学
生

　

（独）
日
本
学
生
支
援
機
構

の
第
一
種
・
第
二
種
奨
学

金
を
貸
与
を
受
け
た
方

　

（独）
日
本
学
生
支
援
機
構

の
第
一
種
奨
学
金
を
貸
与

を
受
け
た
方

　

応
募
時
点
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
就
職
先

が
決
定
し
て
い
な
い
方

●
４
年
制
大
学
の
４
年
生

●
６
年
制
大
学
の
６
年
生

●
大
学
院
修
士
課
程
・
博

　

士
課
程
に
在
籍
し
、
今

　

年
度
に
修
了
す
る
学
生

●
高
等
専
門
学
校
専
攻
科

　

の
２
年
生

●
４
年
制
大
学
理
系
学
部

　

の
１
・
２
年
生

●
６
年
制
大
学
理
系
学
部

　

の
３
・
４
年
生

人
数

20
人

10
人

補
助

金
額

　

卒
業
ま
た
は
修
了
ま
で

に
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金

の
う
ち
24
か
月
分（
相
当
額
）

※
第
二
種
の
利
子
分
は
対

象
外

　

卒
業
ま
で
に
貸
与
を
受

け
た
奨
学
金
の
う
ち
48
か

月
分
（
相
当
額
）

応
募

方
法

　

※
必
要
書
類
を
持
参
、ま
た
は
郵
送
で
提
出

※
支
援
対
象
と
な
る
産
業
、必
要
書
類
、募
集
要
領
、

　

Ｑ
＆
Ａ
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

　

の
で
、
ご
確
認
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
募
集
概
要
】

　

啓
発
品
は
亀
を
模
し
た
も
の
で
、
包
装
用
の

紐
を
ほ
ぐ
し
て
色
を
塗
装
し
、
手
編
み
に
よ
り

毎
日
少
し
ず
つ
制
作
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

湯
田
さ
ん
は
「
啓
発
品
に
は
、
亀
の
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
と
、
安
全
運
転
に
心
が
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
ま
し
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

啓
発
品
は
、
田
部
原
保
育
所
と
び
わ
の
か
げ

保
育
所
で
開
催
さ
れ
た
、
交
通
安
全
教
室
で
参

加
し
た
児
童
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

行
政
相
談
委
員
は
、
毎
月
１
回
、
第
３
水
曜

日
に
定
例
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
委
員　

舟
木
由
紀
子
さ
ん

●
開
催
日　

６
月
19
日
（
水
）、７
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　

８
月
21
日
（
水
）、９
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

10
月
16
日
（
水
）、11
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　

12
月
18
日
（
水
）、１
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　

２
月
19
日
（
水
）、３
月
18
日
（
水
）

●
時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　

※
10
月
は
午
後
３
時
ま
で
。

●
場　

所　

福
祉
ホ
ー
ル　

２
階　

教
養
室

【
問
合
せ
】

　

総
務
課　

総
務
係

　

電
話　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

氏　

名

行
政
区

新
・
再

舟
木
由
紀
子

上
中
町

新
任

星　
　

昭
男

湯
ノ
花

再
任

齋
藤　

友
一

白　

沢

新
任

新
た
に
２
人
を
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱

　

児
山
さ
ん
と
馬
場
さ
ん
の
退
任
に
よ
り
、
町

で
は
新
た
に
２
人
が
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、

４
月
か
ら
３
人
体
制
で
相
談
業
務
を
務
め
て
い

ま
す
。
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交 流 広 場交 流 広 場

奥会津博物館無料開放のご案内
奥会津博物館は、５, ０５８点の国重要有形民俗文化財を含む、約２４, ０００点の民具を収蔵し、

失われつつある奥会津の伝統文化を保存・伝承しています。

また、郷土の歴史、民俗資料、文化財などを収集して、これを広く一般に公開するとともに、

人々の学習の場や、歴史・民俗学の研究機関としての機能を持ち、

文化遺産を後世に残す役割を果たしています。

先人から受け継がれてきた貴重な文化遺産の宝庫である奥会津博物館を、

多くの町民の皆さまに親しんでいただくために無料開放いたします。

この機会に、学習や憩いの場として広くご活用ください。

町民限定！

【
対
象
者
】

　

町
民
に
限
り
ま
す
。

※
窓
口
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
な
ど

　

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
開
放
期
間
（
約
2
ヶ
月
間
）】

①
7
月
20
日（
土
）～
8
月
25
日（
日
）

②
11
月
1
日
（
金
）
～
30
日
（
土
）

【
対
象
施
設
】

　

展
示
館
、
古
民
家
（
染
屋
、
馬
宿
、

旧
猪
股
家
ほ
か
。）

※
旧
山
王
茶
屋
は
飲
食
な
ど
の
営
業

　

が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
対
象
外
で

　

す
。

【
藍
染
体
験
の
ご
案
内
】

　

事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
体

験
可
能
で
す
。
人
気
の
あ
る
伝
統
文

化
を
、
こ
の
機
会
に
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
体
験
料
金

　

ハ
ン
カ
チ
（
１
枚
）
１
０
０
０
円

　

手
ぬ
ぐ
い
（
１
枚
）
１
０
０
０
円

　

バ
ン
ダ
ナ
（
１
枚
）
１
３
０
０
円

【
問
合
せ
】

　

奥
会
津
博
物
館
（
南
会
津
町
糸
沢

　

字
西
沢
山
地
内
）

※
会
津
山
村
道
場
う
さ
ぎ
の
森
キ
ャ

　

ン
プ
場
隣
接

　

電
話
０
２
４
１（
６
６
）３
０
７
７

美
術
展
「
風
１
２
１
」
た
じ
ま
展
を

開
催
し
ま
す

　

会
津
地
方
の
在
住
者
や
、
会
津
に

縁
の
深
い
作
家
に
よ
る
総
合
美
術
展

「
風
１
２
１
」
た
じ
ま
展
で
は
、
日

本
美
術
展
覧
会
の
入
賞
者
な
ど
の
、

す
ば
ら
し
い
芸
術
家
た
ち
の
作
品
を

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

【
開
催
期
間
】

　

７
月
６
日
（
土
）
～
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
初　

日　

午
後
３
時
～
午
後
５
時

◆
最
終
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
会
場
】

　

御
蔵
入
交
流
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】

　

無
料

「
美
術
教
室
」
参
加
者
募
集

　
「
風
１
２
１
」
た
じ
ま
展
の
開
催

期
間
中
に
、
美
術
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ご
家
族
や
ご
友
人
を
お
誘
い
の

上
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】

　

７
月
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】

　

御
蔵
入
交
流
館
・
祇
園
公
園
周
辺

※
雨
天
時
は
御
蔵
入
交
流
館
内

【
持
ち
物
】

①
絵
を
描
く
の
に
必
要
な
道
具
類

②
昼
食
、
飲
み
物
な
ど

※
画
用
紙
は
準
備
し
ま
す
。

【
受
講
料
】

　

無
料

【
申
込
締
切
】

　

６
月
24
日
（
月
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

電
話
０
２
４
１（
６
２
）６
３
１
１

第
25
回 

ひ
め
さ
ゆ
り
祭

　

会
津
高
原
に
咲
き
誇
る
、
可
憐
な
〝
ひ
め
さ
ゆ

り
〟
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
も
恒
例
の
ひ
め
さ
ゆ
り
祭
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

　

会
場
で
は
、「
郷
土
芸
能
披
露
」「
特
産
品
販
売
」

「
も
ち
ま
き
」
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

【
日
時
】

　

６
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
会
場
】

　

会
津
高
原
南
郷
ス
キ
ー
場
駐
車
場

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
出

店
販
売
、
ひ
め
さ
ゆ
り
鑑
賞
（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運

行
）、お
楽
し
み
抽
選
会
、各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー（
木

工
ク
ラ
フ
ト
を
予
定
）

【
問
合
せ
】

　

町
観
光
物
産
協
会　

南
郷
支
部

　

電
話
０
２
４
１
（
６
４
）
５
８
１
１

－　プロフィール　－

山内オクメ さん（山口）

大正８年５月２０日 生まれ

【長寿の秘訣】

好き嫌いなく食べる、温泉が大好き

【 家 族 】

　子４人・孫４人・ひ孫４人

－　プロフィール　－

塩田ヤヨエ さん（大橋）

大正８年４月２０日 生まれ

【長寿の秘訣】
好き嫌いなく食べる、よく働く

【 家 族 】
子４人・孫１０人・ひ孫１１人

百 歳 賀 寿

おめでとうございます

会
津
高
原
た
か
つ
え
Ｃ
Ｃ

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
開
催

　

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
を
込
め

た
食
の
イ
ベ
ン
ト
「
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
」を
開
催
し
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
見
る
雄

大
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

ゴ
ル
フ
を
さ
れ
な
い
方
も

大
歓
迎
。
ご
近
所
、ご
家
族
、

ご
友
人
な
ど
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

６
月
22
日
（
土
）
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分

【
会
場
】

　

会
津
高
原
た
か
つ
え
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

【
料
金
】

料
金

区
分

当　

日

事
前
予
約

大　
　

人

１
２
０
０
円

１
０
０
０
円

小　
学　
生

　

７
０
０
円
　

５
０
０
円

未
就
学
児

　

４
０
０
円
　

３
０
０
円

【
事
前
予
約
】

　

６
月
21
日
（
金
）
ま
で
。

【
問
合
せ
】

　

会
津
高
原
た
か
つ
え
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

電
話
０
２
４
１
（
７
８
）
３
１
９
１
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５月 会議・行事名
６ ルートインＢＣリーグ福島レッ

ドホープス公式戦
８ 町観光振興プロジェクト最終報

告会 / 町統計調査員協議会総会
９ 南会津地方関係団体会合（町村

会、土地開発公社、林業協会、
緑化推進委員会、会津高原ふる
さと推進協議会、広域市町村圏
組合、環境衛生組合、防犯協会
連合会、町村連絡会議）

10 春の交通安全運動出動式/東北総
合体育大会南会津町実行委員会

12 田島連合婦人会総会
13 町議会第１回臨時会
14 ヤマザクラ１万本の里づくり実

行委員会 / 町民生委員児童委員
協議会総会 / 地域おこし協力隊
面接

15 南会津地方町村会退任村長送別
会

16 自衛隊相談員委嘱状交付式 / 町
公共交通対策協議会 / 南会津危
険物安全協会総会 / 南会津地区
山岳遭難対策協議会会計監査

17 町商業振興協同組合総会 / 渡部
勝善氏納税功労県知事表彰受賞
報告

18 南郷小学校運動会 / 南会津地方
広域市町村圏組合新消防庁舎上
棟式 / ふるさと南会津会春紀行
懇親会

19 認知症の人と家族の会総会 / 田
島料理飲食業組合総会

20 野岩鉄道㈱取締役会
21 ふくしま緑の森づくり公社理事

会 / 会津縦貫道整備促進期成同
盟会総会 / 南会津町の湿原を守
る会総会

22 チャレンジデーエール交換 / 町
農業再生協議会総会

23 龍福寺感謝状贈呈式
24 南会津町の国民健康保険事業の

運営に関する協議会 / 会津カー
ド運営協議会総会 / 極上の会津
プロジェクト協議会総会 / 渡部
恒三先生の米寿を祝う会

27 会津鉄道㈱取締役会 / 町自衛隊
協力会総会

28 みなみやま観光㈱株主総会 / 林
業成長産業化推進協議会総会 /
町浄化槽協会総代会

29 全国治水砂防協会評議員会 / 会
津総合開発協議会本省庁要望

30 全国治水砂防協会総会・東北地
区協議会支部長会議 / 教育委員委
嘱状交付式 / 教育関係者懇談会

31 課長会議 / 会津高原ふれあいカ
ントリークラブ・会津高原リ
ゾート㈱株主総会 / 町消防団第
１支団本部あかはら会

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 60
くらしの情報
local   life   Information

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
、

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

資
料
請
求
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
学
生
の
種
類
】

学　

部

種　

類

特
記
事
項

教
育
学
部

科
目
履
修
生
６
か
月
在
学
し
、
希
望
す

る
科
目
を
履
修

選
科
履
修
生
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す

る
科
目
を
履
修

全
科
履
修
生
４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業

を
目
指
す
。

大　
学　
院
修
士
科
目
生
６
か
月
在
学
し
、
希
望
す

る
科
目
を
履
修

修
士
選
科
生
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す

る
科
目
を
履
修

【
出
願
期
間
】

　

６
月
15
日
～
８
月
31
日
、
９
月
１
日
～
20
日

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
６
３
―

８
０
２
５
、
郡
山
市
桑
野
１
の

　

22
の
21
（
郡
山
女
子
大
学
も
み
じ
館
内
）

　

０
２
４
（
９
２
１
）
７
４
７
１

　

 https://w
w

w.ouj.ac.jp/

℡HP 問

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
全

国
か
ら
集
ま
る
青
少
年（
日
本
人
・
外
国
人
）と
、

キ
ャ
ン
プ
や
富
士
登
山
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
通
じ
て
友
情
を
深
め
、
新
し
い
仲
間
と
出

会
う
楽
し
さ
や
、
友
だ
ち
と
協
力
し
助
け
合
う

大
切
さ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

７
月
30
日
（
火
）
～
８
月
３
日
（
土
）

　

４
泊
５
日

　

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

日
本
人
80
人
・
外
国
人
20
人

　

小
学
３
年
生
～
６
年
生

　

富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
・
野
外
炊
飯
体
験
、

　

ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
、
星
空
観
察
な
ど

　

７
月
５
日
（
金
）

日場定対内締

お
知
ら
せ
・
募
集

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
で
は
、
学
生
な
ど

を
正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内

企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

８
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時

　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

①
令
和
２
年
３
月
に
、
※
大
学
等
を
卒
業
予

　
　

定
の
方

　

②
平
成
29
年
３
月
以
降
に
、
※
大
学
等
を
卒

　
　

業
し
た
方

　

※
大
学
等
と
は
、
大
学
院
、
大
学
、
短
期
大

　
　

学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
。

　

・
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ

　
　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

・
参
加
事
業
所
は
、開
催
一
週
間
前
ま
で
に
、

　
　

福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し

　
　

ま
す
。

　

・
事
業
所
ブ
ー
ス
で
の
面
談
や
、
関
係
機
関

　
　

に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
な
ど
が
行

　
　

わ
れ
ま
す
。

　

福
島
労
働
局　

職
業
安
定
課

　

０
２
４
（
５
２
９
）
５
３
９
６

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す

日場対他℡ 問

　

子
ど
も
の
様
子
や
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
一

緒
に
じ
っ
く
り
遊
び
な
が
ら
、
こ
と
ば
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
内
「
み
み
ら
ん
ど
・

　

會
津
」

　

き
こ
え
や
こ
と
ば
に
心
配
が
あ
る
乳
幼
児
と

　

そ
の
保
護
者

　

無
料

　

聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
（
教
頭
）

　

０
２
４
２
（
２
２
）
１
２
８
６

聴
覚
障
が
い
乳
幼
児
子
育
て
相
談

「
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
」の
お
知
ら
せ

日場対料℡ 問 施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

６
月
17
日
（
月
）・
19
日
（
水
）・
24
日
（
月
）・

　

26
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場問

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス

　

８
月
１
日
～
翌
年
２
月
28
日
ま
で（
７
か
月
間
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

６
人　
　

無
料　
　

７
月
17
日
（
水
）

　

選
考
日 

７
月
19
日
（
金
）
午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

料

日 内対定 場注

締

℡ 問

※
出
発
地
は
近
隣
の
み
掲
載

※
参
加
費
は
、
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
旅
費
の
合

　

計
金
額
（
予
定
）
で
す
。

　

（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
４
１
―

０
０
３
１　

東
京
都
品
川
区
西

　

五
反
田
７
の
15
の
４　

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

　

０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

　

info@kskk.or.jp

　

http://w
w

w.kskk.or.jp

℡ＥHP 料

出　

発　

地

参　

加　

費

仙　

台　

駅

７
万
２
千
円

福　

島　

駅

６
万
９
千
円

宇
都
宮
駅

６
万
５
千
円

問

※
出
発
地
は
近
隣
の
み
掲
載

　

（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
４
１
―

０
０
３
１　

東
京
都
品
川
区
西

　

五
反
田
７
の
15
の
４　

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

　

０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

　

info@kskk.or.jp

　

http://w
w

w.kskk.or.jp

℡ＥHP 料

出　

発　

地

小
学
生

中
学
生

仙　

台　

駅

７
万
円

９
万
９
千
円

福　

島　

駅

６
万
８
千
円

９
万
５
千
円

宇
都
宮
駅

６
万
５
千
円

８
万
７
千
円

　

①
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費　

９
万
円

　

②
旅
費

問

２
０
１
９
年
夏
休
み
特
別
野
外
活
動
事
業

小
笠
原
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
よ
う

　

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
小
笠
原
諸
島

父
島
を
舞
台
に
、
全
国
の
子
ど
も
た
ち
と
海
や

森
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
し
ま
す
。

　

初
め
て
出
会
う
友
だ
ち
と
協
力
し
な
が
ら
友

情
を
深
め
、
自
分
か
ら
〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
〟

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

８
月
16
日
（
金
）
～
22
日
（
木
）
６
泊
７
日

　

東
京
都
小
笠
原
村
父
島

　

25
人

　

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

　

自
炊
生
活
（
バ
ン
ガ
ロ
ー
）、
野
外
炊
飯
、
シ

　

ュ
ノ
ー
ケ
ー
リ
ン
グ
、
カ
ヤ
ッ
キ
ン
グ
、
ト
レ

　

ッ
キ
ン
グ
、ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
、星
空
観
察
な
ど
。

　

７
月
19
日
（
金
）

日場定対内締
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【問合せ】福島県立南会津病院　看護部長室　電話：０２４１- ６２- ７１１１

　南会津病院では、地域の皆さまの健康づくりのお手伝いができればと考え、

専門的な知識を学んだ認定看護師による健康教室を開催いたします。

　参加費は無料で、申し込みも必要ありません。

　どうぞお気軽にご参加ください。

日　時　７月１２日（金）　受付：午後５時　セミナー：午後５時１５分

場　所　南会津病院　２階　新会議室

内　容　「生理的睡眠」「睡眠障害の原因」「快眠のために！」

講　師　県立矢吹病院　精神科看護認定看護師　野中　重徳　さん

対　象　南会津郡内在住の方

参加費　無料

申込み　不要（誰でもお気軽に参加できます。）

健康通信
Health Information

南会津病院からのご案内

睡眠セミナー ～自然な眠りにつくために～

【 内 容 （ 予 定 ） 】
回 開催日 テーマ 講　師

第１回 　６月２８日（金） タバコの害
慢性呼吸器疾患看護認定看護師

飯塚　知徳　さん

第２回 １０月２５日（金） インフルエンザの予防
感染管理認定看護師

山内　あけみ　さん

第３回 １１月２２日（金） 肥満予防
糖尿病看護認定看護師

湯田　真紀　さん

場　所　南会津病院　正面玄関ロビー

時　間　午前１１時　※３０分程度を予定しています。

参加費　無料

申込み　不要（誰でもお気軽に参加できます。）

健　康　教　室

～ マナーからルールへ ～
改正された健康増進法が、２０２０年４月から全面施行

２０１８（平成３０）年７月、健康増進法の一部を改正する法律が成立し、
望まない受動喫煙を防止するための取り組みは、「マナー」から〝ルール〟へと変わります。

多くの施設で
屋内が原則禁煙

２０歳未満の方は
喫煙エリアへ立入禁止

２０歳未満の
立入禁止

屋内での喫煙には
喫煙室の設置が必要

喫煙室の
設置が必要

喫煙室には
標識掲示が義務付け

標識掲示が
義務付け

【基本的な考え方①】「望まない受動喫煙」をなくす
　受動喫煙が他人に与える健康影響と、喫煙者が一定程度いる現状を踏まえ、屋内で受動喫煙にさらされることを望ま
ない方が、そのような状況に置かれることのないようにする。

【基本的な考え方②】受動喫煙による健康被害が大きい子どもや患者などに特に配慮
　２０歳未満の方や患者などは、受動喫煙による健康被害が大きいことを考慮し、こうした方々が主たる利用者となる
施設や屋外の受動喫煙対策を一層徹底する。

【基本的な考え方③】施設の類型・場所ごとに対策を実施
　「望まない受動喫煙」をなくすという観点から、施設の類型・場所ごとに、主たる利用者の違いや、受動喫煙が他人
に与える影響の程度に応じ、禁煙措置や喫煙場所の特定と掲示の義務付けなどの対策を取る。
　その際、既存の飲食店のうち、経営が小さい事業者が運営するものは、事業継続に配慮して必要な措置を取る。

２０１９年 ２０２０年

　　　一部施行①（喫煙する際の周囲の状況への配慮義務）

　　　一部施行②（学校・病院・児童福祉施設など、行政機関）
　　　原則敷地内禁煙

　　　全面施行（上記以外の施設など。）
　　　原則屋内禁煙

1/24

7/1

4/1

７月 ４月

【改正健康増進法施行スケジュール】
２０２０（令和２）年の全面施行に向けて段階的に進められる予定で、一部の施設は２０１９（令和元）年７月から施行されます。

健康通信
Health Information

　

歯
の
健
康
は
、
口
腔
状
態
の
悪
化
に
よ
る
歯

周
病
予
防
や
、
噛
む
力
の
低
下
に
よ
る
誤
え
ん

性
肺
炎
予
防
の
た
め
に
大
変
重
要
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
歯
科
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

【
受
診
期
限
】

　

11
月
30
日
（
土
）
ま
で
。

【
対
象
者
】

　

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
、

昭
和
18
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
19
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
健
診
項
目
】

　

問
診
、
歯
（
義
歯
）、
咬
合
、
歯
周
組
織
、

嚥
下
の
状
態
な
ど
。

【
費
用
】

　

無
料

【
注
意
事
項
】

①
対
象
歯
科
医
院
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
詳
し

　

く
は
５
月
下
旬
に
各
対
象
者
へ
配
布
さ
れ
た

　

案
内
状
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
検
診
を
無
料
で
受
診
で
き
る
回
数
は
１
回
で

　

す
。

③
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
避
難
さ
れ
て
い
る

　

方
も
、
避
難
先
で
受
診
で
き
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

④
長
期
入
院
や
介
護
施
設
へ
入
所
さ
れ
て
い
る

　

方
は
、対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

電
話 

０
２
４
（
５
２
８
）
９
０
２
４

歯
科
口
腔
健
診
の
お
知
ら
せ

妊
娠
後
期
訪
問
事
業

　

町
で
は
、
保
健
師
が
妊
娠
後
期
の
妊
婦
さ
ん

を
定
期
的
に
訪
問
し
、
出
産
や
育
児
、
子
育
て

な
ど
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
無
事
に
出
産
し
、
出
生
届
を
提
出
さ

れ
た
あ
と
で
、
記
念
に
お
子
さ
ま
の
名
前
が
入

っ
た
「
木
製
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
」
を
お
贈
り
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
町
の
「
宝
」
で
す
。

妊
娠
後
期
の

妊
婦
さ
ん
を
支
援

子
育
て
の
相
談
は
遠
慮
な
く
「
え
が
お
」
ま
で
。

南
会
津
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」

E-mail:egao@minamiaizu.org
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健康通信
Health Information

心の健康相談のお知らせ
眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

期　日 時　間 場　所 そ　　の　　他

６月14日（金）
７月９日（火） 13：30～15：00 南会津保健福祉事務所

（南会津保健所）

・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所（南会津保健所）保健福祉課　電話０２４１- ６３- ０３０５

●乳幼児健康相談
日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

７月２日（火） ６～８か月児健康相談 13：30～13：45 健診ホール
（御蔵入交流館内） 平成30年11月～平成31年１月生まれ

月日 病　　院　　名 電　話
６月16日 芳 賀 医 院（下　郷　町） 0241-67-2128
　　23日 長 谷 川 医 院（南会津町） 0241-62-0032
　　30日 な か や ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-73-2036
７月７日 馬 場 医 院（南会津町） 0241-62-0141
　　14日 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町） 0241-78-8688
　　21日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780
　　28日 耳鼻咽喉科あべクリニック（南会津町） 0241-62-8733

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

６ ・ ７月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　住民係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

日　程 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者
６月19日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成31年２月生まれ
７月３日（水） ３歳６か月児健診 平成28年１月生まれ
７月17日（水） ３～４か月児健診 平成31年３月生まれ
７月19日（金） ２歳児歯科健診 平成29年１月～２月生まれ
７月31日（水） １歳６か月児健診 平成30年１月生まれ

健康通信
Health Information

胃がん検診（胃内視鏡検査）施設検診のご案内
　昨年１２月に配布された「平成３１年度がん検診申込書」により、胃がん検診（胃内視鏡検査）施設検診を希望された
方に受診券を送付しています。
　事前に予約の上、実施期間内に指定医療機関で受診しましょう。
　また、新たに受診を希望する場合は、問い合わせ先へご連絡ください。

【受診期限】　９月３０日（月）
【対 象 者】　令和２年３月３１日現在で、５０歳以上の偶数年齢の方
【対 象 外】　・４～６月に実施する、総合健診（集団健診）で「胃バリウム検査」

　　　　　　　を受診した方
　　　　　　・本年度、町の人間ドックを受診される方

【持 ち 物】　①受診券　②健康保険証　③受診料金（生活保護受給者は無料）
　　　　　　④お薬手帳（お持ちの方のみ。）

【指定医療機関】
町村名 病　院　名

南会津町
南 会 津 病 院
きむらクリニック
なかやクリニック

下 郷 町 佐 藤 医 院
芳 賀 医 院

只 見 町 朝 日 診 療 所

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

増子 杏
あ ん な

奈 ちゃん

（田島）

塩生 瑠
る い が

月 くん

（田島）

清水 皆
み な と

翔 くん

（田島）

新井 芽
め い な

奈 ちゃん

（伊南）

猪股 日
に い な

紅奈 ちゃん

（田島）

渡部 桃
も も な

奈 ちゃん

（田島）

渡部 椎
し い な

菜 ちゃん

（田島）

６月の納税こよみ
町県民税　　第１期

国民年金　　５月分

納期限は７月１日（月）です

納税に関するお問い合わせは
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

◆本号の表紙を撮影するために、駒止湿原に足を運びま
　した。
◆湿原周辺は本来、野生動物の住処です。入山規制で人
　気も無いため、絶えず「熊鈴」を鳴らしながら、水芭
　蕉を求めて奥へ奥へと進みます。
◆常に周囲を警戒しながら撮影終了。ふと気が付くと、
　湿原が野鳥の鳴き声に包まれていました。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和元年６月１日現在

総人口 １５, ４７６ 人 （－３０）
男 ７, ５８６ 人 （－１３）
女 ７, ８９０ 人 （－１７）

世帯数 ６, ６５７ 世帯 （－１２）
※（　）内は前月比　

７月 （Ｊｕｌｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

６月 （Ｊｕｎｅ）

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23

30 24 25 26 27 28 29

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

濃
く
淡
く
盛
り
上
が
り
つ
つ
山
笑
う　
　
　
　
　

星　
　

昴
明

　

八
十
八
夜
開
く
手
擦
れ
の
農
日
誌　
　
　
　
　
　

湯
田　

畊
道

　

蛙
鳴
く
会
う
人
も
な
し
夕
堤　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

柳
山

　

万
葉
の
歌
の
調
べ
や
花
万
朶　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
孤
庵

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

新
緑
の
木
々
鮮
や
か
の
里
の
山　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

忠
子

　

遠
雪
崩
友
に
便
り
を
書
く
夜
か
な　
　
　
　
　
　

岡
本
り
つ
子

　

末
黒
野
に
立
ち
て
八
十
路
の
一
歩
と
す　
　
　
　

馬
場　
　

良

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

石
楠
花
に
癒
さ
れ
令
和
の
窓
明
け
る　
　
　

酒
井　

栄
子

　

花
吹
雪
飛
行
機
雲
の
軌
跡
か
な　
　
　
　
　

平
野
恵
美
子

　

芸
ふ
た
つ
覚
え
て
嬰
の
初
節
句　
　
　
　
　

渡
部　

華
子

鴫
山
短
歌
会

　

平
成
の
と
ば
り
が
降
り
て
新
し
き

　
　
　

船
に
令
和
の
門
出
の
幟の

ぼ

り　
　
　
　
　

湯
田　
　

清（
栗
生
沢
）

　
「
は
や
ぶ
さ
２
」
三
億
四
千
キ
ロ
の
旅
半
ば

　
　

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
り
ゅ
う
ぐ
う
目
指
す　

湯
田　

恭
之（
田
沢
）

　

流
れ
来
し
椰
子
の
実
の
ご
と
生
き
し
我

　
　
　

こ
の
郷
に
早
や
七
十
二
年　
　
　
　
　

樋
口　

雅
子（
大
町
）

まちの文芸

【一般図書】
総理の女　　　　　　　　　　　　福田　和也　著

見上げてごらん、朝のネコを　　　岩合　光昭　著

「読む力」と「地頭力」がいっきに身に東大読書　　西岡　壱誠　著

今昔百鬼拾遺　鬼　　　　　　　　京極　夏彦　著

上野－会津百五十年後の密約　　西村　京太郎　著

余物語　　　　　　　　　　　　　西尾　維新　著

検事の信義　　　　　　　　　　　柚月　裕子　著

白魔の塔　　　　　　　　　　　三津田　信三　著

子供とスポーツのイイ関係　　　山田　ゆかり　著

【児童図書】
徳治郎とボク　　　　　　　　　花形　みつる　著

ふしぎ駄菓子屋銭天堂１１　　　　廣嶋　玲子　作

むこう岸　　　　　　　　　　　　安田　夏菜　著

ブランの茶色い耳　　　　　　　　八東　澄子　作

うちゅうじんはいない！？　　ジョン　エイジ―　作・絵

いないいないばあさん　　　　　佐々木　マキ　作

おしりたんてい　カレーなるじけん　　トロル　さく・え

ばけるニャン（２）　　　　大空　なごむ　作・絵

新 着 本 の ご 案 内

イベントのご案内

≪おはなし会≫

テーマ 「空（そら）」 「ぞくぞく」

開催日 ６月１５日（土） ７月２０日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象
どなたでも参加できます。

（内容は幼児～小学校低学年向け。）

※申し込み不要です。直接会場にお越しください。

貸し出しが多かった本をご紹介（最近６か月の状況）

【一般図書】

題　名 著者等 出版社

蜂蜜と.遠雷
恩田　陸

（著）
幻冬舎

猫がよろこぶ掃除・片づけ・

手早くササッとラクにすっ

きり！タツミムック

ヤノ　ミサエ

（著）
辰巳出版

沈黙のパレード（ガリレオ）

９

東野　圭吾

（著）
文藝春秋

人生食堂１００軒　できる

ことなら、この店のテーブ

ルで死にたい

小山　薫堂

（著）
プレジデント社

昨日がなければ明日もない

（杉村三郎シリーズ）

宮部　みゆき

（著）
文藝春秋

いっぴきとにひき
桑原　奈津子

（文・写真）
大福書林

【児童図書】

題　名 著者等 出版社

おしりたんてい

みはらしそうのかいじけん

おしりたんていシリーズ

トロル

（さく・え）
ポプラ社

おしりたんてい

おしりたんてい

ププッちいさなしょちょう

のだいピンチ

おしりたんてい

ププッレインボーダイヤを

さがせ

しずくちゃん　マジカル★

ハロウィンパーテイ－ ぎぼ　りつこ

（作・絵）
岩崎書店

しずくちゃん　オリンピッ

クだよ！全員集合
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福
島

県
南

会
津

郡
南

会
津

町
田

島
字

後
原

甲
3531番

地
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Ｌ
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Ｘ
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Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
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w
w
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ail：
kouhou@

m
inam

iaizu.org

福
島
、
連
敗
を
２
で
止
め
る

　

５
月
６
日
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
最
終
日
、
ル
ー
ト
イ
ン
Ｂ
Ｃ
リ
ー

グ
の
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
は
、
び

わ
の
か
げ
野
球
場
で
オ
セ
ア
ン
滋
賀

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｂ
Ｃ
と
対
戦
。
６
―

２
で
勝
利
し
、
連
敗
を
２
で
ス
ト
ッ

プ
し
ま
し
た
。

　

福
島
は
１
点
を
追
う
三
回
、
２
死

か
ら
連
打
で
一
、三
塁
と
す
る
と
、

佐
賀
と
野
崎
の
適
時
打
で
３
点
を
奪

い
逆
転
。
七
回
に
は
奈
良
の
適
時
二

塁
打
で
２
点
を
追
加
し
ま
し
た
。

継
投
リ
レ
ー
で
投
手
陣
も
奮
投

　

先
発
の
久
能
が
５
回
ま
で
２
失
点

に
抑
え
る
と
、
６
回
以
降
は
４
人
の

投
手
の
継
投
で
完
璧
に
救
援
。
３
番

手
の
鈴
木
駿
輔
投
手
（
聖
光
学
院
高

出
身
）
も
、
直
球
と
変
化
球
を
巧
み

に
駆
使
し
て
５
人
を
完
璧
に
抑
え
、

勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
。

小
学
生
が
「
ス
タ
ッ
フ
体
験
」

　

町
内
の
小
学
５
・
６
年
生
か
ら
募

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
、

選
手
紹
介
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
、
選
手

と
一
緒
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
野
球
選
手
と
触
れ
合
っ
た
貴

重
な
体
験
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
笑

顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

福島
レッドホープス

オセアン滋賀
ユナイテッドＢＣVS

チーム 一 二 三 四 五 六 七 八 九 計

滋　賀 １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

福　島 ０ １ ３ ０ ０ ０ ２ ０ × ６
５月６日（月）びわのかげ野球場 ３０２人　試合時間：２時間３６分

▽二塁打＝茨木２（滋賀）、野崎・奈良（福島）

ルートインＢＣリーグ

人
生
の
目
標
と
す
る
漢
字
」
を
募
集
し
、
選
ば
れ
た
漢
字
の
揮き

ご
う毫

を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

学
校
授
業
の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
が
、
３
階
席
に
１
０
０
席
程
度
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

７
月
５
日
（
金
）

　

開
場　

午
前
９
時

　

開
演　

午
前
９
時
20
分

【
会
場
】

　

御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル

【
入
場
整
理
券
】

　

配
布
日　

６
月
17
日
（
月
）
か
ら
。

　

配
布
先　

役
場
本
庁
舎
、
各
総
合

　
　
　
　
　

支
所
、
御
蔵
入
交
流
館

　

配
布
枚
数　

お
一
人
様
２
枚
ま
で
。

【
問
合
せ
】

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
５
５
１
１

輝
く
子
供
を
育
て
る
事
業

清
水
寺
貫
主
森
清
範
師
と
中
学
生
が
語
る

「
私
の
未
来
と
町
の
未
来
」
を
開
催

　

昨
年
の
「
南
会
津
町
文
化
講
演
会
」

で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
、
京
都
清
水

寺
貫か

ん
す主

森
清せ

い
は
ん範

師
を
お
招
き
し
、

中
学
生
と
と
も
に
「
町
の
未
来
」
な

ど
を
語
り
合
う
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
に
「
こ
れ
か
ら
の

お
楽
し
み
に


